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1 はじめに
本稿ではガウシャンプロセス (GP)モデル [1] に基づく

短期電力需要予測を提案する。ニューラルネットワークや
RBFモデルなど従来の予測法と比べ、GPモデルは決定
すべきパラメータ数が少なく、予測値のみならずその信頼
性の尺度までも与えることができる。2014年の九州地区
の月毎の電力需要を予測するシミュレーションにより、本
手法の有効性を確認した。
2 問題設定
j時間先の電力需要予測器は次のように表されると仮定

する。

y(k + j) = fj(x(k)) + ϵj(k) (j = 1, 2, · · · , 24)

x(k) = [y(k), y(k − 1), · · · , y(k − 23)]T
(1)

ここで、y(k + j)は時刻 k から j 時間先の電力需要を表
す。ϵj(k)は平均 0、分散 σ2

j の正規性雑音とする。本稿で
は、多段先予測のための (2)式の確率分布を構築し、GP

モデルの枠組みで 24時間先までの電力需要予測を行う。

y(k + j)|x(k) ∼ N (ŷ(k + j), σ̂2(k + j))

(j = 1, 2, · · · , 24) (2)

3 GPモデルによる予測
(1)式において、k = ks, ks + 1, · · · , ks +N − 1とおく

ことにより、(3)式の GP事前モデルを得る。

wj ∼ N (mj(X),Sj(X,X) + σ2
jIN ) (3)

ここで、

wj = [y(ks + j), y(ks + j + 1),

· · · , y(ks + j +N − 1)]T

X = [x1,x2, · · · ,xN ]T

= [x(ks),x(ks + 1), · · · ,x(ks +N − 1)]T

=

 y(ks) . . . y(ks +N − 1)
...

. . .
...

y(ks − 23) . . . y(ks +N − 24)


T

(4)

であり、mj(X)は平均関数ベクトル、Sj(X,X) + σ2
jIN

は共分散行列を表す。本稿では、平均関数ベクトルmj(X)

を入力X の線形結合：

mj(X) = [mj(x1),mj(x2), · · · ,mj(xN )]T

= X̃θj

X̃ = [X, e], e = [1, 1, · · · , 1]T
(5)

で表す。また、共分散行列の要素 Sj(p,q) を決める共分散
関数として、次のガウシャンカーネルを用いる。

Sj(p,q) = sj(xp,xq)

= ρ2j exp

(
−||xp − xq||2

2ℓ2j

)
(6)

平均関数の重みパラメータ θj と共分散関数のハイパーパ
ラメータ hj = [ρj , ℓj , σj ]

T は、N 個の入出力データに対
する周辺尤度を評価とし、最小二乗法とカッコウ探索アル
ゴリズム（CS）との組合せにより学習する。
新たなテスト入力 x∗ = x∗(k) = [y∗(k), y∗(k − 1), · · · ,

y∗(k − 23)]T に対するテスト出力 y∗(k + j) (j = 1, 2,

· · · , 24)の事後分布は、

y∗(k + j)|X,wj ,x∗ ∼ N (ŷ∗(k + j), σ̂2
∗(k + j)) (7)

ŷ∗(k + j) = mj(x∗)

+Sj(x∗,X)K−1
j (wj −mj(X))

σ̂2
∗(k + j) = sj(x∗,x∗)

−Sj(x∗,X)K−1
j Sj(X,x∗) + σ2

j[best]

(8)

となる。ŷ∗(k+ j)と σ̂2
∗(k+ j)はそれぞれ j時間先の電力

需要予測値とその予測分散である。
4 予測シミュレーション
2014 年の九州地区の短期電力需要予測を月毎に行う。

学習用データとして、九州電力 (株)の「でんき予報」[2]

より入手した 2013年の電力需要実績値を用いた。図 1に
1,4,7,10月の本手法による電力需要予測結果を示す。
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(a) 1月
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(b) 4月
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(c) 7月
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(d) 10月

図 1 電力需要予測結果
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